
北陸公法判例研究会開催のご案内

　師走に入り、寒さも一段と厳しくなって参りましたが、皆様におかれましては、益々御健勝の
こととお喜び申し上げます。さて、この度、下記の日程で北陸公法判例研究会を開催致します。
万障お繰り合わせのうえ、ご参加下さいますようお願い申し上げます。

記
日時：12月20日（土）午後１時３０分から
場所：石川四高記念文化交流館　第５多目的利用室
　　　（金沢市広坂２－２－５　★いつもの会場と違いますのでご注意ください★）
　　　　http://www.pref.ishikawa.jp/shiko-kinbun/ 　　

内容：【研究報告】
・新正幸（金沢大学）　　「知的障害者在宅投票訴訟について
　　　　　　　　　　　　　　―平成17年判決のその後の一断面」
　《参考文献》
①「知的障害者在宅投票訴訟(最一小判平成18.7.13判時1946.41)
②上記判例の解説:平成18年度重要判例解説・憲法2(畑尻剛)、判例セレクト2006・憲法1(青
井未帆)
③憲法判例百選(第五版)：昭和60年判決〔在宅投票制度廃止事件〕第一審判決(青井未帆)、
平成17年判決〔在外日本国民選挙権行使制限規定違憲訴訟最高裁判決〕(野坂泰司)、昭
和60年判決(新正幸)、ハンセン病国賠訴訟(佐藤修一郎)

 【研究報告】
・北村喜宣（上智大学）　　「地方分権時代の条例制定権」

　　※研究会終了後、2008年の忘年会を予定しています。ご参加の先生は12月16日までに
　　　東川までご連絡ください。よろしくお願いいたします。


